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山鹿千人灯篭おど
り（山鹿市：写真

提供　熊本県）

毎年８月に行われる大宮神社の大祭。16 日の夜おこなわ

れるクライマックスの「千人灯篭おどり」は、和紙と糊

だけで作った灯篭を頭に載せ、浴衣姿の女性が「よへほ節」

にあわせて舞踊り、その灯りがゆっくりと流れて時を忘

れさせる。

主な内容
・第 20 回農政連通常総会の開催
・ガンバッテいます：磯田　毅さん、笹原　薫さん
・各連合会からのお知らせ

　

第
四
十
五
回
衆
議
院
選
挙
が
公
示
さ
れ
た
。
今
回
は
政
権
選
択

の
選
挙
と
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
自
民
党
政
権
に
対
す
る
大
変
な
逆

風
の
中
で
の
選
挙
戦
で
あ
る
。

　

先
般
、
全
国
知
事
会
が
地
方
分
権
に
対
す
る
自
民
、
公
明
、
民

主
三
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
の
採
点
結
果
を
発
表
す

る
な
ど
、
今
回
の
選
挙
へ
の
新
た
な
動
き
も
出
て
い
る
。

　

し
か
し
大
き
な
争
点
は
、
わ
が
国
の
農
業
政
策
に
あ
る
。
現
在

の
農
業
・
農
村
は
、
農
業
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
確
実
に
進
行
し
、

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
農
政
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
再
生
を
目
指
し
た
改

革
を
実
行
し
な
い
限
り
、
日
本
の
農
業
に
は
食
を
担
う
力
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。」（
日
本
経
済
新
聞
）

　
「
日
本
農
業
の
将
来
を
見
据
え
た
抜
本
改
革
を
打
ち
出
す
こ
と
こ

そ
、
政
権
を
担
お
う
と
す
る
政
党
の
責
任
で
あ
る
。」（
毎
日
新
聞
）

　

こ
う
し
た
中
で
、
民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
、「
米
国

と
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
締
結
し
、
貿
易
自
由
化
を
す

す
め
る
。」
と
明
記
し
、
全
国
の
農
業
者
か
ら
、
大
変
な
反
発
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
「
締
結
」
を
「
交
渉
を
促
進
」

と
変
更
し
、「
国
内
農
業
・
農
村
の
振
興
な
ど
を
損
な
う
こ
と
は
行

わ
な
い
」
と
の
一
文
を
追
加
し
た
。

　

こ
の
民
主
党
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
迷
走
ぶ
り
は
、
ま
っ
た
く
も
っ

て
、
お
粗
末
の
限
り
で
あ
る
。

　

選
挙
戦
に
向
け
、
各
党
と
も
農
業
・
農
村
の
重
要
さ
を
掲
げ
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
、
真
に
農
業
者
・
地
域
住
民
の
た
め
の

政
策
な
の
か
、
十
分
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

八
月
十
三
日
、
農
政
連
は
公
認
・
推
薦
候
補
者
と
、「
新
た
な
基

本
計
画
に
お
け
る
具
体
的
施
策
の
確
立
」
等
を
始
め
五
項
目
に
わ

た
る
政
策
協
定
を
締
結
し
、
農
業
・
農
村
の
振
興
の
た
め
に
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
大
変
厳
し
い
戦
い
だ
が
、
農
政
連
公
認
・
推
薦

候
補
者
の
全
員
当
選
を
、
是
非
と
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
こ
の
夏
、
盟
友
各
位
の
熱
い
闘
い
を
期
待
し
た
い
。
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１
６
２
名
の
代
議
員
出
席
（
含
む
書
面
議

決
）
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
、
安
武
副
委
員

長
の
開
会
宣
言
で
幕
を
あ
け
た
。
主
催
者
挨

拶
に
立
っ
た
園
田
委
員
長
は
、「
生
産
現
場

の
声
を
県
・
国
に
強
力
に
要
請
す
る
と
と
も

に
、
な
お
一
層
農
政
運
動
の
強
化
に
取
組
ん

で
い
く
」、
ま
た
「
今
回
の
衆
議
院
選
挙
に

つ
い
て
は
各
地
区
の
論
議
を
踏
ま
え
て
委
員

会
で
候
補
者
の
公
認
・
推
薦
を
決
定
、
候
補

者
の
当
選
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
応
援
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
当
日
の
総
会
議
案
へ
の
、
十
分
な

審
議
を
お
願
い
し
て
挨
拶
を
終
え
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
兵
谷
副
知
事
を

は
じ
め
金
子
衆
議
院
議
員
、
前
川
自
民
党
幹

事
長
（
農
政
議
員
連
盟
会
長
）
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

こ
の
後
、
議
長
に
Ｊ
Ａ
本
渡
五
和
の
蓮
池

組
合
長
を
選
出
。
提
案
さ
れ
た
第
一
号
議

案
「
平
成
20
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
書
承
認
に
つ
い
て
」、
第
二
号
議
案
「
平

成
21
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
書

（
案
）
承
認
に
つ
い
て
」、
第
三
号
議
案
「
平

成
21
年
度
会
費
の
額
並
び
に
徴
収
方
法
に
つ

い
て
」、
第
四
号
議
案
「
熊
本
み
ど
り
・
食
・

環
境
基
金
設
立
の
た
め
の
農
政
資
金
及
び
農

政
特
別
資
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て
」、
第
五

号
議
案
「
役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
」
が

提
案
さ
れ
、
全
議
案
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

７
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
数
の
来
賓
出
席
の
も
と
、

「
第
20
回
農
政
連
通
常
総
会
」
を
開
催
。

【特集】第20回農政連通常総会

組
織
の
強
化
で
農
政
運
動
を
！

選出された新役員 (補欠選任 )

熊 本 市 総 支 部 長 村上　一也

玉 名 総 支 部 長 城内　孝義

阿 蘇 総 支 部 長 中尾　雄二

県農協青壮年部協議会代表 西冨大二郎

県農協青壮年部協議会代表 上原　泰臣

県農協青壮年部協議会代表 善積　智晃

JA 県女性組織協議会代表 寺本眞理子

JA 県女性組織協議会代表 福嶋求仁子

肥後開拓農業協同組合長 松村　俊昭

農 業 団 体 職 員 代 表 橋本　明利

生 産 部 会 代 表 幸恵　　堅

▲通常総会で、挨拶をする園田農政連委員長

▲来賓挨拶する自民党幹事長
前川收氏

▲来賓挨拶する兵谷芳康副
知事

▲来賓挨拶する衆議院議員
金子恭之代議士
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  昨年度の事業報告
１．主な活動内容

（１）ＷＴＯ農業交渉・ＥＰＡ交渉
・ＷＴＯ農業交渉の日本提案の実現に向けて、全国代表者集会への参加や要請・街頭宣伝活動等をした。

（２）熊本県農業の経営危機突破対策
・生産資材高騰に対して農家経営安定の施策を確立するため、生産者等による危機突破大会を開催した。

（３）米穀・畜産・酪農等政策・価格対策
・現場の意見・要望を反映させるため、全国大会への参加や県選出国会議員等への要請活動を実施した。

（４）青果・果樹・特産政策、価格対策
・価格保証制度や野菜価格安定対策・果樹経営安定対策及び、い草経営安定対策等について、組織討議を行

い意見集約を行うとともに、国へ働きかけた。
（５）平成２１年度農業予算及び農業政策関連に対する要望活動

・平成２１年度の国並びに県の農業予算対策、農業政策関連に関する要請活動を実施した。
（６）農村環境美化・資源環境保全運動

・「熊本みどり・食・環境基金」（仮称）設立準備会で基金の運営及び計画等について協議した。
・「空きカン・ビン等の投げ捨て防止キャンペーン」を実施した。

（７）広報対策活動
・農政連情報誌「みどりの風」を、毎月 11 万 5 千部発行した。

２．平成20年度収支決算書（平成 20 年４月１日より平成２1 年３月３１日まで）

（１）収入	 （単位：円）
（項目） （収入済額） （備考）

拠 出 金 41,261,200 県連盟会費４５０円のみを計上　
事業・広報業務受託料 36,105,000 ４連の業務受託料　５連の機関紙にかかる広報受託料
前 年 度 繰 越 金 12,548,726
雑 収 入 22
合 計 89,914,948

（２）支出		  （単位：円）
（項目） （支出済額） （備考）

組 織 整 備 費 4,125,886 県青協・JA 県女性協への助成金　生産者部会会議、農政連活動啓発等

農 政 活 動 費 9,287,664
基本農政確立、品目別対策、国政対策、全国集会、農政リーダー研修会、農政

学習会、青壮年女性部研修会
農 業 再 建 対 策 費 7,201,383 ＷＴＯ対策運動、農業危機突破大会
広 報 活 動 費 9,440,071「みどりの風｣ 発行費等
役 員 手 当 160,000 役員手当
給 料 手 当 27,311,498 職員給与
福 利 厚 生 費 5,945,806 社会保険料・労働保険料
旅 費 交 通 費 959,855 委員旅費、職員出張旅費、市内外交通費

事 務 費 1,311,204
電話、ＦＡＸ使用料、切手代、文書発送料、事務用品購入代、コピー代、印刷代、

新聞代、図書代
会 議 費 2,475,269 総会費、委員会費、事務局長会議費他
渉 外 費 875,310 慶弔見舞金、レタックス代他

施 設 費 2,746,658
ＦＡＸ・コピー機購入代、公用車維持費、ガソリン代、水道光熱費、事務所・

駐車場代他
支 払 負 担 金 1,000,000 全国農政協会費
雑 費 350,230 為替手数料等
農 政 特 別 基 金 繰 入 5,000,000 農政特別対策基金会計へ繰入
予 備 費 0
合 計 78,190,834

（３）決算残余金
　　収入済額 89,914,948 円－支出済み額 78,190,834 円＝ 11,724,114 円

【特集】第20回農政連通常総会
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　　農政連の本年度事業計画	
										        

１．活動の具体策
（１）地域農政の確立と政策・価格対策運動の展開

①国・県・市町村の農業関連政策・予算対策　②農畜産物政策・価格対策
③新たな [ 食料・農業・農村基本計画」の策定への対応

（２）課題別農政対策の強化										        
①ＷＴＯ・ＥＰＡ等交渉対策　②地域農政確立運動の強化　③食農教育の展開

（３）農政推進体制及び情報活動の強化										        
①全戸加入運動の展開　②青壮年部、女性部等の加入促進
③総支部・支部及び県連盟の活動の活性化と組織体制の強化					   
④「みどりの風」の編集・発行とホームページによる情報提供

（４）「熊本みどり・食・環境基金」の創設による農業・農村及び環境を守る運動の積極的な展開
①「熊本みどり・食・環境基金」を創設
②農業・農村及び熊本の自然環境等を守るための JA グループ挙げた運動の展開

２．平成21年度収支予算書（平成 21 年 4 月１日より平成 22 年 3 月 31 日まで）			 

（１）収入	 （単位：千円）

（項目） （予算額） （備考）

拠 出 金 43,344 県連盟会費４５０円のみを計上　

事 業 ・ 広 報

業 務 受 託 料
27,500 ３連の業務受託料　４連の機関紙にかかる広報受託料

前 年 度 繰 越 金 11,724

合 計 82,568

（２）支出		  （単位：千円）

（項目） （予算額） （備考）

組 織 整 備 費 6,130 県青協・県女性協への助成金　生産者部会会議、支部活動強化等

農 政 活 動 費 6,535
基本計画対策、品目別対策、農業予算、国政対策、農政リーダー研修会、地域農政活動、

食農教育

農 業 再 建 対 策 費 3,220 ＷＴＯ・ＥＰＡ対策運動、農業・農村を守る運動

広 報 活 動 費 10,791「みどりの風｣ 発行費等

役 員 手 当 160 役員手当

給 料 手 当 28,000 職員手当

福 利 厚 生 費 6,300 社会保険料・労働保険料

旅 費 交 通 費 1,780 委員旅費、職員出張旅費、市内外交通費

事 務 費 1,500
電話、ＦＡＸ使用料、切手代、文書発送料、事務用品購入代、コピー代、印刷代、新聞代、

図書代

会 議 費 2,440 総会費、委員会費、事務局長会議費他

渉 外 費 960 慶弔見舞金、レタックス代他

施 設 費 2,290 パソコンリ－ス代、保険料、水道光熱費、駐車場代他

支 払 負 担 金 1,000 全国農政協会費

雑 費 400 為替手数料等

みどり環境基金繰入 5,000 みどり環境基金繰入

農 政 特 別 基 金 繰 入 5,000 農政特別対策基金会計へ繰入

予 備 費 1,062

合 計 82,568

【特集】第20回農政連通常総会
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磯田　毅さん

有明支部長　笹原　薫さん

ＪＡやつしろ　園芸部会長

ＪＡあまくさ有明町フレッシュミズ

　

Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
の
園
芸
部
会
長
磯
田
さ
ん
の
お

宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

磯
田
さ
ん
は
、昭
和
27
年
11
月
生
ま
れ
。

農
業
高
校
で
園
芸
に
つ
い
て
学
び
、卒
業
と
同
時

に
ト
マ
ト
作
り
に
専
念
し
ま
し
た
。

　

現
在
、後
継
者
も
育
ち
、ト
マ
ト
75
ａ
、メ
ロ
ン

1.3
ｈ
ａ
、米
80
ａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

■
生
産
量
日
本
一

　

八
代
地
域
は
冬
春
ト
マ
ト
の
生
産
日
本
一
。

　

１
０
０
年
ほ
ど
前
は
、海
の
底
だ
っ
た
の
で
天

然
の
塩
分
、海
藻
や
カ
キ
殻
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富

に
含
ん
で
い
ま
す
。そ
の
ミ
ネ
ラ
ル
と
温
暖
な
気

候
が
、味
の
良
い
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ト
マ
ト
を
育
て

て
い
ま
す
。

　

消
費
者
が
お
い
し
い
と
い
う
安
全
・
安
心
な
ト

マ
ト
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

土
壌
診
断
と
太
陽
熱
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
健
康

な
土
づ
く
り
や
、青
果
物
記
帳
シ
ス
テ
ム
よ
る
生

育
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
で
、コ
ク
と
う
ま
み
の
あ

る
ト
マ
ト
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
部
会
の
活
動

　

昨
年
か
ら
新
し
い
試
み
と
し
て
、集
団
検
診
の

実
施
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
「
生
産
者
が
、【
健
康
】に
つ
い
て
考
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

　

消
費
者
の
口
に
入
る
ト
マ
ト
な
の
で
、細
心
の

注
意
を
払
っ
て
、栽
培
・
管
理
し
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
を
消
費
者
に
理
解
さ
れ
れ
ば
、生
産
者
と
消

費
者
の
信
頼
度
が
増
す
と
の
思
い
か
ら
、健
康
診

断
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

こ
の
健
康
診
断
が
、消
費
者
と
生
産
者
を
結
ぶ
一
つ

の
架
け
橋
に
な
れ
ば
い
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
消
費
者
が
満
足
す
る
ト
マ
ト
作
り

　

野
菜
の
消
費
に
占
め
る
ト
マ
ト
の
割
合
は
、種
類
の

増
加
や
消
費
の
多
様
化
か
ら
、年
々
低
下
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
、ト
マ
ト
の
単
価
も
下
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
小
売
店
と
の
取
引
か
ら
、生
活
協

同
組
合
な
ど
業
務
用
取
引
へ
の
シ
フ
ト
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、味
が
い
い
も
の
や
数
量
が
豊
富
な
新
し
い

品
種
を
取
り
入
れ
て
、消
費
者
が
喜
び
、欲
し
が
る
、

お
い
し
い
ト
マ
ト
作
り
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

結
果
と
し
て
、安
定
し
た
取
引
、安
定
し
た
収
入
が
得

ら
れ
れ
ば
最
高
で
す
」と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
好
き
な
言
葉

　

恕(

じ
ょ)　
　
「
お
も
い
や
り
、や
さ
し
さ
。相

手
の
立
場
に
立
っ
て
作
物
を
作
れ
ば
、食
べ
る
側

（
消
費
者
）も
分
か
っ
て
く
れ
る
（
見
捨
て
な
い
）」

と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
ミ
カ
ン
農
家
、は
じ
め
ま
し
た

　

笹
原
さ
ん
は
有
明
町
の
出
身
。一
般
企
業
へ
就

職
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、現
在
の
ご
主
人
と

出
会
い
、結
婚
。六
年
前
か
ら
ミ
カ
ン
栽
培
に
携
わ

る
様
に
な
り
ま
し
た
。今
で
は
三
人
の
子
供
に
恵

ま
れ
、両
親
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

■
美
味
し
い
ミ
カ
ン
を
目
標
に

　

笹
原
さ
ん
宅
で
は
、米
を
13
ａ
、柑
橘
類
を
1.8
ｈ

ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

柑
橘
類
は
、デ
コ
ポ
ン
、甘
夏
、清
見
、晩
柑
を
栽

培
。主
に
笹
原
さ
ん
夫
婦
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

一
日
中
続
く
農
作
業
は
、や
は
り
き
つ
い
と
の
こ

と
で
し
た
。し
か
し
、育
て
た
ミ
カ
ン
を
食
べ
て
も

ら
っ
た
時
の
「
甘
い
、美
味
し
い
！
」と
い
う
声
が

と
て
も
う
れ
し
く
、励
み
に
な
る
そ
う
で
す
。

■
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
の
活
動

　

Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
有
明
町
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
、

現
在
二
十
三
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。実

生
活
に
役
立
つ
様
な
講
習
を
計
画
。四
月
は
家
庭

訪
問
時
期
に
合
わ
せ
て
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
。五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
親
子
参

加
の
青
空
教
室
を
開
催
、地
元
産
小
麦
を
使
っ
た

う
ど
ん
、か
ま
ど
で
焼
く
竹
巻
き
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
を
作
り
ま
し
た
。ま
た
毎
年
恒
例
と
し
て
、晩
柑

を
使
っ
た
ゼ
リ
ー
を
作
り
、保
育
園
、幼
稚
園
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。器
に
は
晩
柑
の
皮
を
使
っ
て
お
り
、今

年
は
約
一
五
〇
個
作
り
ま
し
た
。十
二
月
は
親
子

で
、ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
少
人
数
で
の
特
別
活
動

　

現
在
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
の
ほ
か
に
も
、六

名
ほ
ど
の
少
人
数
で
、特
別
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、ど
ん
な
方
で
も
自
由
に
参
加
で
き

る
こ
と
が
特
徴
。

　

笹
原
さ
ん
の
島
子
地
区
で
は
、料
理
教
室
を
実

施
。子
供
達
と
一
緒
に
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。子

供
が
同
級
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、に
ぎ
や
か

で
し
た
。次
は
草
木
染
に
挑
戦
し
ま
す
。

■
今
後
の
期
待
と
抱
負

　

笹
原
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
と
し
て

「
会
員
を
増
や
す
こ
と
。ま
た
、フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活

動
を
、色
々
な
方
に
周
知
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ

し
て
季
節
に
あ
っ
た
活
動
で
、子
供
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す

▲特別活動グループの皆さん
後列左から米村さん、生活指導
員の西川さん、沖津さん。前列
左から笹原さん、松元さん。

▲島子公民館にて
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Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
・
Ｊ
Ａ
く
ま
も
と
肉
牛
銘
柄
推
進

協
議
会
は
、
８
月
３
日
、
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
で
、「
厳

選
味
彩
牛
」
の
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。
県
下
Ｊ
Ａ
の

代
表
者
や
、
行
政
、
流
通
関
係
や
報
道
関
係
者
な
ど
お

よ
そ
１
３
０
人
が
出
席
。
熊
本
県
産
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
味

彩
牛
」
は
、
母
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、
父
が
黒
毛
和
種
の

交
配
種
。
そ
の
中
で
も
、
肉
質
基
準
が
よ
い
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
質
の
も
の
を
「
厳
選
味
彩
牛
」
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
、
４
日
か
ら
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や
量
販

店
、
関
西
方
面
で
流
通
さ
せ
販
売
を
行
う
予
定
。“
牛

男
爵
”
を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
幅
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
厳
選
味
彩
牛
」
は
、
日
本
食
肉
格
付
協
会
の
枝
肉

肉
質
ラ
ン
ク
の
格
付
３
等
級
以
上
で
、
霜
降
り
度
合

い
（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）
４
以
上
・
肉
色
（
Ｂ
Ｃ
Ｓ
）
４
以
下
で
、

生
後
月
齢
２
４
ヶ
月
以
上
肥
育
さ
れ
た
肉
の
こ
と
。
県

内
で
は
、
主
に
県
北
地
域
で
生
産
さ
れ
、
交
雑
種
の
中

の
お
よ
そ
３
割
弱
が
厳
選
味
彩
牛
に
な
り
ま
す
。

　

発
表
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
ま
ず
、
同
経
済

連
上
村
幸
男
会
長
が
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
結
集
し
、
県

産
牛
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、試
食
に
は
、“
か
わ
い
い
牛
丼
”
と
、“
ハ
ン
バ
ー

グ
”
と
“
ば
ら
肉
の
納
豆
汁
”
の
３
種
類
の
厳
選
家
庭

料
理
も
用
意
し
、
家
庭
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。
肉
質
は
柔
ら
か

く
、
ほ
ど
よ
い
脂
肪
を
含
ん
だ
霜
降
り
が
特
徴
。
参
加

者
か
ら
は
、「
脂
が
ほ
ど
よ
く
の
っ
て
お
り
、
と
て
も

お
い
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
、
厳
選
味
彩
牛
の

味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

熊
本
ク
ミ
ア
イ
プ
ロ
パ
ン
㈱
は
７
月
23
日
、
熊
本
市

の
本
社
敷
地
内
で
、
第
４
回
配
送
・
接
客
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
配
送
員
の
業

務
遂
行
能
力
と
接
客
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
４

年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
も
各
配
送
セ
ン

タ
ー
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
12
名
の
代
表
選
手
が
出

場
。
個
人
で
は
、
最
優
秀
賞
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
阿

蘇
配
送
セ
ン
タ
ー
の
橋
本
直
樹
さ
ん
、
優
秀
賞
に
天
草

セ
ン
タ
ー
の
野
嶋
健
一
郎
さ
ん
、
優
良
賞
阿
蘇
配
送
セ

ン
タ
ー
の
重
石
智
之
さ
ん
。
団
体
で
も
昨
年
に
引
き
続

き
一
位
が
阿
蘇
配
送
セ
ン
タ
ー
、
二
位
に
天
草
配
送
セ

ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
競
技
内
容
は
、

50
ｋ
ｇ
容
器
２
本
設
置
の
お
客
様
を
想
定
し
、
配
送
基

本
業
務
と
接
客
対
応
を
11
分
以
内
で
行
う
も
の
で
、
接

客
対
応
で
は
、
お
客
様
に
扮
し
た
本
社
女
性
社
員
が
電

化
と
ガ
ス
の
違
い
に
つ
い
て
質
問
や
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

手
入
れ
の
仕
方
に
つ
い
て
質
問
を
投
げ
か
け
、
選
手
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ガ
ス
の
安
全
性
・
料
金
面
・
環
境
な
ど
ガ
ス

の
優
位
性
や
、
日
常
の
手
入
れ
方
法
に
つ
い
て
説
明
。

　

同
社
は
、
オ
ー
ル
電
化
攻
勢
に
よ
り
ク
ミ
ア
イ
プ
ロ

パ
ン
利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
ガ
ス
の
安
全
性
を
正
し

く
理
解
し
て
頂
く
た
め
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
を
対
象
に
ガ
ス

器
具
研
修
会
を
県
下
Ｊ
Ａ
で
開
催
す
る
一
方
、
配
送
・

接
客
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
配
送
業
務
の
技
能
向
上

と
、
顧
客
と
の
「
ふ
れ
あ
い
一
声
活
動
」
の
充
実
・
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部

は
、
21
日
、
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
産

地
集
荷
大
会
を
経
済
連
７
階
ホ
ー
ル
で
開
き

ま
し
た
。
県
や
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
な

ど
、
お
よ
そ
２
５
０
人
が
出
席
。

  

主
催
者
を
代
表
し
て
本
部
長
の
園
田
俊
宏

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
会
長
が
「
安
全
・
安
心
へ

の
取
組
み
の
強
化
を
基
本
に
、
県
統
一
ブ
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
販
売
戦
略
構
築
等

に
よ
り
、『
売
れ
る
米
づ
く
り
』、『
生
産
者

手
取
り
の
最
大
化
』
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
ず
、
産
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
上
村
幸
男
会
長
が
「
消
費

者
に
『
く
ま
も
と
の
米
』
を
ご
愛
顧
い
た
だ

く
こ
と
が
な
に
よ
り
農
家
の
希
望
。
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
総
力
を
挙
げ
て
、
熊
本
県
民

の
食
糧
を
守
り
た
い
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で

掲
げ
た
１
５
０
万
俵
集
荷
の
目
標
に
向
け
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
力
を
込
め
ま

し
た
。
ま
た
、
消
費
者
団
体
代
表
者
と
し

て
、
熊
本
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
矢
住

ハ
ツ
ノ
代
表
か
ら
は
、「
消
費
者
へ
も
っ
と

熊
本
県
産
米
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し

い
。」、
熊
本
県
学
校
給
食
会
石
井
二
三
男
理

事
長
か
ら
は
、「
子
供
た
ち
が
喜
ぶ
お
い
し

い
お
米
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

経
済
連
米
穀
農
産
部
矢
野
秀
一
部
長
か

ら
、
平
成
21
年
度
集
荷
・
販
売
戦
略
対
策
と

し
て
、
ま
ず
、
経
済
連
内
に
米
の
集
荷
対
策

本
部
を
設
置
し
、
Ｊ
Ａ
と
情
報
の
共
有
化
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
集
荷
販
売
方
法
と
し

て
、
従
来
の
県
連
委
託
契
約
は
も
ち
ろ
ん
、

Ｊ
Ａ
直
売
委
託
契
約
や
、
新
た
に
生
産
者
か

ら
直
接
米
を
買
い
取
り
に
行
く
買
取
契
約
の

３
つ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
米
粉
用
米
や
、

飼
料
用
米
な
ど
を
独
自
の
集
荷
形
態
に
よ

り
、
新
規
販
売
先
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
Ｊ
Ａ
の
職
員
代
表
者
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
集
荷
目
標
の
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進

本
部
は
、
熊
本
県
産
米
の
品
質
を
高
め
る
た

め
、
基
本
的
な
管
理
技
術
の
徹
底
や
、
土
作

り
の
実
践
な
ど
、
基
本
技
術
の
徹
底
に
努
め
、

平
成
21
年
産
の
“
１
５
０
万
俵
”
の
目
標
達

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…

２
０
０
９
年
産
目
標
１
５
０
万
俵

～
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
産
地
集
荷
大
会
～

「
厳
選　

味
彩
牛
」
発
表
会

第
４
回
配
送
・
接
客
コ
ン
テ
ス
ト

▲産地集荷大会で出荷目標宣言を行う１４ＪＡの代表者

▲厳選味彩牛を使っ
たかわいい牛丼
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身
体
の
各
部
の
筋
肉
を
よ
く
動
か
し
て
血

液
と
と
も
に
酸
素
を
細
胞
に
運
び
、
無
理
な

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
さ
せ
る
有
酸
素
運
動

が
健
康
に
よ
い
と
い
う
こ
と
が
、
科
学
的
に

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
は
、「
手

を
振
る
」「
腕
を
伸
ば
す
」「
足
ふ
み
す
る
」

～
手
軽
に
安
全
に
健
康
づ
く
り
～

「
Ｊ
Ａ
共
済
の
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
」

の
ご
紹
介

な
ど
、
日
常
生
活
で
の
や
さ
し
い
動
き
を
組

み
合
わ
せ
た
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
で
す
。
心
臓

に
負
担
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
、
や
さ
し
い

動
作
で
全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
日
頃
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や
体
力

に
自
信
の
な
い
方
、
高
齢
者
の
方
も
安
全
に

楽
し
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

立
っ
た
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、
座
っ
た
ま
ま

で
も
Ｏ
Ｋ
。
ど
ん
な
音
楽
に
も
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
体
力
の
な
い
方
は
座
っ

て
ゆ
っ
く
り
し
た
音
楽
で
、
運
動
量
を
上
げ

た
い
方
は
速
い
テ
ン
ポ
の
曲
で
た
く
さ
ん
の

動
き
を
入
れ
て
行

う
な
ど
、
ご
自
分

に
合
わ
せ
た
楽
し

い
健
康
づ
く
り
が

で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
腰
痛

予
防
と
肩
こ
り
に

効
く
体
操
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
試
し
く
だ
さ

い
。

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

Ｊ
Ａ
食
農
教
育
に

取
り
組
む
Ｊ
Ａ
は
、   

全
国
で
７
割

　

日
本
人
の
食
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
脂
質
の
多
い
欧
米
型
の

食
生
活
に
近
づ
い
て
い
た
り
、
そ
の

せ
い
で
肥
満
者
の
増
加
、
ま
た
近
年

で
は
「
欠
食
」
や
、
家
族
が
ば
ら
ば

ら
に
食
べ
る
「
孤
食
」、「
外
食
」・「
中

食
」
の
割
合
が
増
え
た
り
と
、
日
本

の
食
の
環
境
を
絶
対
に
こ
の
ま
ま
に

し
て
良
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

食
育
、
食
農
教
育
の
大
切
さ
が
叫

ば
れ
る
中
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

「
食
」
と
「
農
」
へ
の
理
解
を
一
層
深

め
る
べ
く
、
全
国
の
65
・
5
％
の
Ｊ

Ａ
が
食
農
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
農
業
・
農
村
体

験
学
習
（
学
童
農
園
等
）
等
の
普
及
・

推
進
（
全
国
の
69
・
5
％
の
Ｊ
Ａ
で

実
施
）、
Ｊ
Ａ
全
中
が
取
り
組
む
「
バ

ケ
ツ
稲
づ
く
り
」
セ
ッ
ト
の
紹
介
・

提
供
（
全
国
で
65
・
8
％
の
Ｊ
Ａ
）、

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物
提
供

（
米
：
全
国
で
57
・
1
％
の
Ｊ
Ａ
、
米

以
外
：
全
国
で
66
・
6
％
の
Ｊ
Ａ
）

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
飢
餓
人
口
が
10
億
人

も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
に
つ
い

て
考
え
直
す
こ
と
が
必
要
と
の
指
摘

も
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

引
き
続
き
、
地
域
に
根
差
し
た
食
農

活
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

参
考
：『
世
界
と
日
本
の
食
料
・
農
業
・

農
村
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク

2
0

0
9

』

　
　
　

Ｊ
Ａ
全
中
「
平
成
20
年
度
全
Ｊ
Ａ

調
査
」

コ
ラ
ム

食
と
農
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●　

芙
蓉
は
時
の
経
過
と
と
も
に
、
花
色
が
変
化

し
て
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
一
日
花
。
次
か
ら
次
へ

と
新
し
い
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
。

八
月
に
咲
く
花
【
芙
蓉
】

　

中
国
で
は
、芙
蓉
は
「
蓮
の
花
」
を
指
し
ま
す
が
、

こ
の
蓮
の
花
に
似
た
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

芙
蓉
の
名
前
は
、
美
人
に
喩
え
て
「
芙
蓉
の
顔

（
か
ん
ば
せ
）
と
い
い
、
美
し
い
富
士
山
を
芙
蓉

峰
と
呼
ぶ
な
ど
昔
か
ら
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

（
花
こ
と
ば
）
し
と
や
か
な
恋
人

　

ア
オ
イ
科　

落
葉
低
木　

中
国

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

あ
と
が
き

あ
と
が
き

　

心
身
の
健
康
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
は
大
敵

で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
一
種
の
圧
力
で
す
。
現
代
社

会
は
、
昔
に
比
べ
、
ス
ト
レ
ス
が
非
常
に
多

く
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
の
要
因
と
し
て

は
、

●
心
理
的
要
因
（
不
安
、
不
満
、
焦
り
、
怒

り
、
憎
し
み
、
悲
し
み
、
恐
れ
、
劣
等
感
、

嫉
妬
な
ど
）

●
社
会
的
要
因
（
家
族
の
病
気
や
死
、
引
越

し
、
転
勤
、
昇
進
、
失
業
、
借
金
、
離
婚

な
ど
）

●
物
理
的
要
因
（
暑
さ
、
寒
さ
、
光
、
天
候
、

騒
音
、
臭
気
な
ど
）

●
生
理
的
要
因
（
病
気
、
睡
眠
不
足
、
過
労
、

妊
娠
、
出
産
、
月
経
な
ど
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
の
要
因
は
身
近
に
あ
り
、
受
け
取
る
人
の

心
に
よ
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
の
度
合
い
も
違
っ

て
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
、
か
え
っ

て
、
や
る
気
が
で
て
、
発
展
す
る
人
と
、
逆

に
悪
く
な
り
、
命
ま
で
失
い
か
ね
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

病
は
気
か
ら
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
長
い
ス
ト
レ
ス
状
態
に
あ
っ
た
り
、

非
常
に
強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
、
人
間

の
心
は
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
心
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
と
多
く
の
病
気
の
要
因
に
な
り

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
心
の
健
康
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、

「
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
」

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

心
の
健
康
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
適

度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
、

心
身
の
休
養
で
す
。

　

健
全
な
精
神
は
健
全
な
肉
体
に
宿
る
と
い

う
よ
う
に
、
心
身
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
適
度
な
運
動
は
大
切
で
す
。
心
身
の

休
養
は
、
た
だ
、
漠
然
と
時
間
を
過
ご
す
だ

け
で
な
く
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
旅
行
な
ど

に
よ
っ
て
、
有
意
義
に
時
間
を
楽
し
む
こ
と

で
す
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
厚
生
連
で
は
各
種
健
康
教
室

や
、
運
動
教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
法
の
一
つ
と
し
て
、
利

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

…
… 

Ｊ
Ａ
厚
生
連 

…
…

ＪＡグループ熊本

基本的ルール…役職員自らが
①県産品・国産の素材を購入します
②自分で作って持参します

「みんなのよい食プロジェクト」の一環として、食への理解促進と自給率向上、米の
消費拡大等を役職員全員で取り組みましょう。 JA 熊本中央会

毎月18日は、「弁当の日」

訂
正
と
お
詫
び

◆
７
月
号
で
人
吉
の
直
売
所
名
を
「
母
ち
ゃ

ん
の
手
塩
（
て
し
お
）」
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▲健康教室から
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